
2015年 ２月27日㈮近 江 兄 弟 社 学 園 報⑵　第 186 号 近 江 兄 弟 社 学 園 報2015年 ２月27日㈮ 第 186 号 (11)

　1964 年に一柳満喜子先生が理事会に「校名変

更に就いて」提案されて以来 50 年、ヴォーリズ

先生没後 50 年、ついに「時が来た」のだと思い

ます。

　これは単に名称を変更するものではありません。

学園の歴史を、1922 年「清友園幼稚園」認可を

もって始めるのではなく、1905 年「ヴォーリズ

来幡」すなわち「ヴォーリズがバイブルクラス

や学生 YMCA 等の教育事業を開始したこと」

をもって始めようとするのであります。また

「中等教育」の開始は 1933 年、吉田悦蔵氏らの

「近江勤労女学校」および「近江向上学園」に

あることを明確に示そうとするものであります。

　またこの際、教育改革を大胆に進め、教育の

グローバル化に対応いたします。このたびは

「教育改革を軸に」と宣言します以上、かならず

実行に移します。かつ教育改革の中身にふさ

わしい施設整備計画（第 5 次グランドデザイン）

を提案いたします。

　2013 年度近江兄弟社ひかり園のアンケート

結果は上記の表の通りとなりました。

　配布件数 220 件に対し、173 件の回答をい

ただきました。また、自由記述欄へは 76 件の

貴重なご意見をいただきました。

　認定こども園「近江兄弟社ひかり園」として

新たな出発をした 2013 年度でした。長時部（保

育園）短時部 ( 幼稚園）に在籍する子どもたち

が「一緒に遊び（学び）、一緒に生活する」ことは、

子どもたちの価値観や人とかかわる力を育むな

ど、子どもたちにとって意義のあることだとス

タートしました。しかし、子どもたちの生活の

流れや、行事のあり方について見直すべき事柄

も多くありました。園生活で最も優先すべきこ

とは「子どもたちの命が輝く保育」環境を整え

ることだと考えます。そのためには、保育者、

施設などの人的物的環境を充実させることが

一番の課題だと感じます。保護者の皆様から

お寄せいただいた声を真摯に受けとめ、「認定

こども園という新しい環境における心配り」

「保育者の資質向上」「施設の安全対策」「ホーム

ページの充実」など、質の向上に努めてまいり

ます。

理事長  池田　健夫

法人名変更の意義

法人名変更と第５次グランドデザインについて法人名変更と第５次グランドデザインについて法人名変更と第５次グランドデザインについて

　「ヴォーリズ学園」と改名いたしましたからに

は、ヴォーリズの生きざまを引き継ぐことを全学

の教育の基本といたします。すなわち、次の４点

であります。

① いかなる困難にもくじけず、近江八幡にと

　 どまり、八幡の発展に生涯をささげた不屈

　 の 精 神。（メ レ ル を「米 来 留」と 書 い た。

　 サインに丸を描いて中に点を入れた　　）

② 迫害する者のために祈れというイエスの

　 教え「愛敵の精神」を実行した。そしてつ

　 いには彼らを協力者に育てあげた。

③ 建築・製薬の大事業を興しながら、利潤は

　 すべて伝道・社会事業に投じ、清貧に甘ん

　 じ個人的遺産を残さなかった。

④ 平和主義、自給自足（自主自立）の精神、

　 失敗を怖れない、芸術に親しむ、天分を生

　 かし育てる、キリスト教を基盤とする徳育。

　高等学校はグローバル化に対応すべく、海外

大学への進学、帰国子女の受け入れ、英語教育

の充実、国際バカロレア機構への参加、留学生

の送り出し・受け入れ、寮の設置等の施策を具

体化します。クラス制を再編し、医療系・看護系

・芸術系等具体的な進路目標を持たせます。コア

カリキュラムでしっかり基礎学力を固め、エク

ステンションカリキュラム（エクステンション

センター）で「発展的な学習」「自学自習」「共

に学ぶ」環境を整備します。

　中学校は高等学校の改革に準じ、高・小との

連携を計りつつ、学力・体育・徳育・自主活動

および落ち着いた学習環境の総合力で一流を

目指します。

　小学校は自然環境に恵まれた新キャンパスを

活かしたのびのび教育、異学年ホーム制の創造

的展開および基礎学力の定着を目指します。

　こども園・保育園はすべてのこどもに同質の

教育を保障する「子ども子育て支援新制度」の

目的を理解し、創造的に推進します。感謝の

心を育てます。2017 年 4 月、東近江市に認定

こども園「そらの鳥こども園」を開設します。

　法人改革：教育事業を支え、経営方針を明ら

かにし、公共的サービス業として親切・公正・

組織的な業務遂行に努めます。

教育改革を軸に

2013 年度保護者アンケート結果近江兄弟社ひかり園

お子さんは楽しんで登園されていますか。

園だより等を通して、園の運営方針や、理念

が伝わっていますか？

職員は個々のお子さんに丁寧に対応していま

すか？

職員はお子さんの様子をわかりやすく伝えて

いますか？

園はお子さんのことについて気軽に相談でき

る雰囲気ですか？

家庭と園の連携は適切だと思いますか？

園の施設や安全管理・対策は整っていると感

じられますか？　

園の行事や保育内容に満足していますか？　

園のホームページをよく見ていますか？　
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